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研究成果の概要（和文）：小学校の国語、理科、外国語活動から高校の現代文や英語まで様々な教科・単元にお
いて演劇的手法を用いた授業を開発し、実践事例を創出して、考察を行った。演劇的手法の活用を図る教師のた
めの、身体を動かしながら即興的にアイデアを出し合う活動試行などを含む、力量形成の仕組みを考案した。イ
ギリスにおいて演劇的手法を学校改善のために役立てている事例やそうした学校をネットワークなどによって支
援している事例を調査し、その特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Lessons using drama methods in a wide range of subjects and units such as 
Japanese, English and science were developed and examined. Teacher training system on drama methods 
was devised where teachers create and experience trial activities through improvisation. Cases of 
school improvement through drama methods and support system for that in England were analyzed.

研究分野： 教育方法学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
かつては演劇というともっぱら舞台上演

や人間関係・表現力向上のワークショップと
結びつけられてきたのが、渡部淳ら『学びを
変えるドラマの手法』（旬報社、2010 年）や
小林由利子ら『ドラマ教育入門』（図書文化
社、2010 年）などに見られるように、理解
の深化や生きた知識の獲得を目的に演劇的
手法を用いる取り組みが行われるようにな
ってきている。授業における演劇的手法は、
優れた実践事例によっても示されてきたよ
うに、全身の感覚を用いる点、他者と関わり
合う点、具体的な文脈を伴う点で、いわゆる
知識伝達型授業を変革する可能性をもつ。 
にもかかわらず、依然学校現場においては、

演劇的手法を用いた学習活動は、普段の授業
とは別個のもの、身体を動かすことで息抜き
になる「お楽しみ」的活動として受けとめら
れてしまっている場合が多かった。その背景
要因として考えられたのは次の２つである。 
１つめは、演劇的手法が授業論として鍛え

られてこなかったということである。多くの
場合、演劇的手法の推進者は、演劇的活動を
行うことを所与の前提として考えているた
め、そうした手法を用いることの学習上の意
義は何か、どんな長所・短所があるのか、ど
んな条件が整ったときに効果的に機能する
のかといった問題に関して、十分な検討を行
ってこなかった。 
２つめは、演劇的手法を用いる教師の力量

形成という視点の弱さである。演劇的手法を
用いた活動のプログラム（一連の進行手順）
には目が向けられその開発が行われるが、教
師はどうすればそれを効果的に運用できる
のか、さらに、教師はどうやって自ら演劇的
手法の活用方法を考案できるようになって
いくのかといった問題は、ほとんど扱われて
こなかった。演劇的手法は、身体や声、即興
的応答の役割が大きいという特性上、授業を
行う教師自身のふるまいが重要となるが、そ
の力量形成のプロセスが顧慮されていない。 
研究代表者はすでに、こうした演劇的手法

に関する授業論と教師の力量形成の重要性
に着目し、イギリスのドラマ教育や日本の演
劇教育の蓄積に注目して研究を進めてきて
いた。また、2011 年度からはより実践的な研
究として、小学校から高校までの教師たちと、
演劇的手法を用いた授業の共同研究を始め、
2012 年 4 月にはそのための研究グループ「学
びの空間研究会」の設立に到った。しかし、
日本の学校における、さまざまな教科・単元
での演劇的手法を用いた授業の実践事例の
蓄積や、それに対する授業論の立場からの検
討はまだ課題として残されていた。 
 
２．研究の目的 
上述の背景をもとにして、本研究では、次

の３つを研究の柱として据えた。 
（１）共同での授業づくりと授業論の構築 
小中高の学校現場の教師たちと共に、さま

ざまな教科・単元において、演劇的手法を用
いた授業の考案・実施・検討を行う。それに
より、現在の日本の学校制度のもとで具体的
にどのような形の学習活動が可能か、事例を
蓄積し、演劇的手法を用いて授業改善に取り
組もうとする教師のためのリソースを作成
する。また、それらの事例をもとにして、演
劇的手法を用いた学習活動の授業論を構築
する。 
（２）教師の力量形成のための仕組みの開発 
教師が授業において演劇的手法を活用す

る力量を伸ばしていくことができるよう、
「学びの空間研究会」等を実験的な取り組み
の場として用いながら、教師同士で相互研鑽
ができる仕組みの開発を行う。具体的には、
指導案をもとにもっぱら口頭で討議を行う
というのとは異なる、身体活動を伴った形で
の「事前検討」の仕方や、画像や映像を活用
した実践報告の仕方などを開発し、教師教育
の観点からそれらを意味づける。 
（３）欧米のドラマ教育の状況の調査 
（１）（２）の基礎作業に当たるものであ

る。日本よりも授業における演劇的手法の活
用に関して先行しているイギリス等での状
況の調査を行う。イギリスには、一つの学校
で演劇的手法を用いて授業改善に取り組む
ということにとどまらず、地区全体あるいは
複数学校が連携してそれに取り組んでいる
事例も見られる。そうした取り組みへの文献
および実地調査を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）共同での授業づくりと授業論の構築 
「学びの空間研究会」などすでに築いてき

た組織を活用しながら、事前検討会での学習
活動の考案→教師による各教室での実践→
実践報告と討議、というサイクルを年間６～
１０回程度行う。それにより、教師らと共に、
さまざまな学校段階・教科・単元での、演劇
的手法を用いた学習活動の考案を行う。教師
らと共にそれを行うのは、これが、本研究の
２つめの柱である教師の力量形成を兼ねて
いるからである。 
考案の際には、実際に動きながらアイデア

を出していく、ワークショップ型の事前検討
会を実施する。演劇的手法を用いた学習活動
の考案および実施のためには、教師自身に、
そうした活動を身をもって体験してそこで
の出来事を省察するという経験が必要だか
らである。 
教室での実践および教師グループでの討

議の様子はビデオ等で記録し、授業論の観点
から検討を行う。 
 
（２）教師の力量形成のための仕組みの開発 
（１）で述べたワークショップ型の事前検

討会の様子をビデオカメラで記録し、教師が
自ら身体を動かしながら考えることでどの
ように思考が誘発され、また、教師同士の相
互作用が生じているのかを分析する。それを



もとに、教師の創造的思考を可能にする条件
を明らかにし、検討会の進め方の改善を行う。 
さらに、演劇的手法を用いた授業のよりよい
実践報告の仕方の検討も行う。 
 
（３）欧米のドラマ教育の状況の調査 
イギリスで行われている、演劇的手法を用

いた授業改革・学校改革の取り組みに関して、
実地調査を行う。パトリス・ボールドウィン
がノーフォーク州で行ったＤ４ＬＣ（Drama 
for Learning and Creativity：学習と創造
性のためのドラマ）のプロジェクトや、ルー
ク・アボットらが「専門家のマント」に取り
組む教師達のネットワークとして組織した
MoE.com の活動などを取りあげ、関連校での
学校公開日等に合わせて渡航し、授業の観察
および関係者へのインタビューを行う。 
 
４．研究成果 
（１）研究の主な成果 
「①共同での授業づくりと授業論の構築」

および「②教師の力量形成のための仕組みの
開発」について。 
もともと関西で開催していた「学びの空間

研究会」の例会を、2014 年度途中より関東で
も開くようになった。研究期間中に、関西地
区で 18 回、関東地区で 13 回の例会を催し、
その中で、さまざまな教科・単元に関して活
動試行→教室での実践→実践報告のサイク
ルを実施した。それにより、例えば以下の教
材での実践が生み出された。 
 

【国語】 
小２「ふきのとう」（工藤直子・作） 
小３「きつつきの商売」（林原玉枝・作） 
小５「わらぐつの中の神様」（杉みき子・作） 
小６「やまなし」（宮澤賢治・作） 
高２「ヴェニスの商人」（シェイクスピア・
作） 

高３「紙風船」（岸田國士・作） 
 
【外国語活動・英語】 
小５ Do you like ...? の表現を使った「お
弁当づくり」 

小６「道案内」 
小６ キング牧師の生涯をもとに 
高１ PlayPump の教材文をもとに 
 
【理科】 
小３「磁石の性質」 
小４「とじこめられた空気と水」 
 
これまでにも比較的多く取り組まれてき

た小学校の国語や外国語活動だけでなく、高
校現代文や小学校理科での実践を生み出し
ている。 
高校現代文では、戯曲そのものの上演を目

的とせず、様々なテーマについて戯曲を手が
かりにして探究していくような実践形態を
開発した。 

小学校理科に関しては、ＮＰＯ法人「子ど
もとアーティストの出会い」と連携し、「ダ
ンスで、理科を学ぼう」プロジェクトの一環
として実施した。それにより、物理現象の予
想や観察の際に身体の動きを用いることで
身体感覚を伴った理解を図る実践形態を開
発した。 
これらの実践を教師たちが活動試行を通

して生み出す過程を、「動きながら考える」、
「協同によるアイデアの積み上げ」などの観
点から特徴付けた。 
「③欧米のドラマ教育の状況の調査」に関

して。 
計３回イギリスを調査訪問し、ボールドウ

ィンのＤ４ＬＣやアボットのMoE.comに関し
て、ワークショップに参加したり関連校で授
業観察を行ったり関係者へのインタビュー
を行ったりした。 
Ｄ４ＬＣについては、そのプロジェクトの

開始から終結までのプロセスと、より効果的
にプロジェクトを進めるためにボールドウ
ィンが行った工夫、プロジェクト終了後の現
在の様子を明らかにした。 
MoE.com については、まず、「専門家のマン

ト」の元々の提唱者であるドロシー・ヘスカ
ットはこれを授業における一技法にとどめ
ずカリキュラム全体を再構成する原理とし
て構想していたことを文献調査により明ら
かにしたうえで、近年の MoE.com の取り組み
がそれを実際の学校において実現してきて
いることをフィールドワークにより明らか
にした。 
一方、理論研究として、ドラマを学習媒体

として位置付ける立場の一つの源流である
ギャヴィン・ボルトンの「理解のためのドラ
マ」論の検討を行った。それにより、これま
で日本では注目されていなかった、ボルトン
が挙げるドラマの３つのタイプの相互関係
や理解の深まりの４つの段階について検討
を行い、それが日本の議論に与える示唆を明
らかにした。 
以上のような研究の成果については、各種

論文や教師向けの刊行物における発表に加
えて、公益社団法人日本劇団協議会による３
日間の連続ワークショップ（2015、16 年度）
や教員免許状更新講習「演劇的手法を活用し
た授業づくり」（2015、16 年度）などにおい
て実践的な形での還元も行った。 
 
（２）得られた成果の国内外における位置付
けとインパクト 
本研究で行ったのは、海外等現在の日本の

学校現場とは離れたところで開発された手
法の直接的な移入ではなく、それらをふまえ
ながら、現場の教師たちと共に行う、現在の
日本の学校の文脈に即した演劇的手法の可
能性の追究であった。しかもその際、研究者
と現場の教師とが一対一の関係で行うので
はなく、同じ問題関心のもとに集まった教師
たちのグループをベースにして、学習活動の



考案・実施・検討を行ってきた。そのため、
実践事例の創造と教師の力量形成とが同時
に行われることになったのは、本研究の成果
の大きな特徴である。 
なお、「専門家のマント」を取りあげた『教

育方法学研究』所収論文（「主な発表論文等」
の「雑誌論文」の③）に対しては日本教育方
法学会より研究奨励賞を受賞し、研究的にも
高い評価を受けた。 
 
（３）今後の展望 
Ｄ４ＬＣやMoE.comの取り組みの例からも

言えるように、本来演劇的手法は、カリキュ
ラムレベルでの位置付けを意識することで、
単発の授業を超えたカリキュラム改善の手
がかりにもなりうるものである。すでに、国
内においても、そうした活用の仕方に関心を
もち取り組みを始める学校が出てきている。
そうした学校と連携しながら、カリキュラム
論や評価論に関して、2017 年度から 2020 年
度の４年間の予定で新規申請し採択された
科研費基盤研究（Ｃ）「演劇的手法を活用し
たカリキュラムとその評価に関する実践的
研究」において、さらに発展させていく。 
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